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系統地理的考察と歴史的背景を踏まえ

て地域の特色を分析することができる。 
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

地域について，項目ごとに

様子をとらえ，地域的特色

を明らかにできる。 

地域的特色のある地理的事象

を取り上げ，その地理的条件を

追及していく中で，諸事象との

関連を見出すことができる。 

地域的特色ある地理的事象が生

じる地理的条件を追及していく

中で，諸事象との関連を見出し，

多面的多角的に地域的特色をと

らえることができる。 

さまざまな資料を収集し，的確に分析

し，判断することができる。 
○    ○ ○ ○ ○     

必要な資料を収集するこ

とができる。 

収集した資料を関連付け，分析

することができる。 

収集した資料を関連付け，分析

し，自らの意見を表現することが

できる。  

地理学習の成果を的確にまとめて，課題

を見出し，その分析を発表することがで

きる。 

 ○ ○ ○     ○ ○ ○ ○ 

自分の考えをまとめ，地域

的課題を指摘することが

できる。 

地域的課題に対する他者の考

えと比較して自分の考えを表

現できる。 

地域的課題に対する他者と自分

の考えを擦り合わせ，より良い分

析を導き出すことができる。 

現代社会の諸地域の諸課題解決への考

察の手段として，地理学習に意義を見出

すことができる。 

○           ○ 

地理学習に積極的に関わ

り，知識・技能・態度を養

うことができる。 

身に付けた知識・技能をより積

極的な態度で，活用する意欲を

もつことができる。 

身に付けた知識・技能を使い，現

代世界の諸地域の諸課題を考察

し，自ら関わる意欲をもち，課題

解決の提言ができる。 
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現代世界の諸地域の現状や諸課題に興味・関心を抱

き，それらを自分自身の生活との関わりに結び付

け，考察できる。 

現代世界の諸地域の現状や諸課題に

興味・関心をもつことができる。 

興味・関心を抱いた事柄について，自

分自身の生活との関連を考察できる。 

現代世界の諸地域の諸課題に，将来にわた

り自分がどのように関わっていくか考察

し，表現できる。 

 


